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＊ふくちやま福祉会 第４次３ヶ年計画(2022.8～2025.3)＊ 

                           を策定しました 
法人関係者が力をあわせ、１つ１つ具体的取り組みを着実に進め、その実現をめざします。あわ

せて共同作業所開設５０周年を迎える２０３０年においても法人が適切に障害福祉サービス事業

を運営し、発展しているための土台づくりも意識し取り組みを進めます。  

（詳細は、ふくちやま福祉会ホームページをご覧下さい） 

 

５つの視点  大切にすること  具体的取り組みの内容  

（１）  

仲間の視点  

「仲間が中心に」をしっかりと

据えた支援（仲間本位のサービ

ス）を徹底します。  

●仲間の高齢化・重度化に伴うハード面・ソフト面の両

方を整備する。●新たなグループホームや短期入所の開

設と高齢の仲間の暮らしを考えていく。  

●そ れぞ れの 仲間 にあ った 仕事 づ くり と 魅力 ある 商品

を開発する。●仲間の自治活動の充実を図る。  

（２）  

サ ー ビ ス の

質 の 向 上 に

おける視点  

仲 間 へ の 支 援 の 充 実 を 図 る た

め、各種書式を改定や仲間主体

の支援を行うためにガイドブッ

クを作成し、統一した支援がで

きるようにします。その上で実

際の支援を振り返り、支援内容

の 見 直 し や 改 善 に 取 り 組 み ま

す。  

●仲間の希望・生活歴・障害特性等をきちんと理解した

上で支援を行い、仲間の声をより事業活動に反映させる

仕組みを作る。●職員の交換実習により他の仲間・事業

所を理解する取り組みを実施する。●実践の悩みへの助

言や 仲間 の生 活の しづ らさ の改 善 につ な がる 環境 を整

備する。●ホームや放課後等の余暇活動の充実を図る。 

（３）  

経 営 管 理 の

視点  

長期にわたって安定した経営と

なるよう体制の強化と経営の透

明性を図ります。  

●法人の歴史、存在意義と役割、目指すところが分かる

よう法人理念を改定する。●ＨＰや広報誌による広報を

強化する。●感染症対策委員会、事業継続計画策定委員

会を設置し、研修、訓練を実施する。●収入増の取り組

み、支出面におけるコスト意識がもてるよう必要な情報

提供と、修繕計画を策定し実施する。  

（４）  

職員の視点  

高い専門性と豊富な知識・技術

を身につけるための人材育成計

画を改定し、運用します。  

●めざす職員像、職員の行動指針を策定する。●法人の

歴史を継承していく学ぶ機会を作る。キャリアパスを構

築し、資質向上と適切な支援へと繋げる。●職員間での

協調性やチームワークが向上する環境を整える。●新規

学卒者、また、有資格による５年以上の実務経験のある

専門職を採用する。●業務負担の軽減や情報共有を進め

るためのＩＣＴの活用を検討する。  

（５）  

地域の視点  

福知山市全体の障害のある人や

地域のさまざまな課題を大切に

し、法人・事業所の機能を活用

して、地域の多様な団体と連携、

協力して地域福祉の向上に貢献

します。  

●地域づくりの活動の意義や役割を理解し、関係者が力

をあわせ、地域の関係団体との連携を大切にして運動を

進める。また、地域に役立ち、還元する取り組みを実施

する。●サポーター（応援団）の組織化を進める。●就

学前後の子どもに関係する教育、行政機関等との連携を

より深める。●願い実現のため行政への要望活動に取り

組む。  
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